
(57)【要約】

自動写真式カメラ装置または自動電子カメラ装置では、

所定の人物からの音が優先的に受け取られる、または識

別されて音声信号を提供し、それから該音声信号を使用

して顕著性信号（１１）（人物の状況に対する反応を示

す）を生成し、カメラ１またはカメラ１から生成される

画像信号（２、６）を制御する。音声は、たとえば人物

の頭部または喉にある音伝達マイクロフォン（４）によ

り、または必ずしも人物が装着する必要のない、特定性

の低いマイクロフォンと併せて使用される声識別回路に

よって検出することができる。人物はカメラを装着して

も、またはしていなくてもよい。制御はリアルタイムで

あっても、または後で画像信号を制御する（７）ために

、音信号もしくは顕著性信号を画像信号とともに記録（

３）してもよい。音声信号は、たとえば、発話（言葉認

識および／または韻律）または非発話の声音、および／

または非声音等の音を認識するために、波形解析によっ

て分類することができ、信号の振幅も考慮に入れること

ができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 声 を 優 先 的 に 受 け 取 り ま た は 識 別
し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出 手 段 と 、 前 記 画 像 信 号 と 共 に
前 記 音 声 信 号 を 記 録 す る 記 録 手 段 と を 備 え る 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 音 検 出 手 段 は 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 領 域 ま た は 喉 領 域 に 装 着 さ れ る よ う に 適 合 さ れ
、 前 記 装 着 者 の 頭 部 か ら 発 せ ら れ る 音 声 を 優 先 的 に 検 出 し 、 こ れ に 応 答 し て 前 記 音 声 信 号
を 生 成 す る 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 音 声 信 号 お よ び 画 像 信 号 を 再 生 す る 手 段 と 、 前 記 再 生 音 声 信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号
を 提 供 す る 音 声 手 段 と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 再 生 画 像 信 号 を 制 御 す る 制 御 手
段 と を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
カ メ ラ 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 声 を 優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声
信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出 手 段 と 、 前 記 音 声 信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 提 供 す
る 音 声 手 段 と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 前 記 カ メ ラ を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え る 自 動
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 カ メ ラ は 画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ メ ラ は 、 画 像 を 感 光 媒 体 に 記 録 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 自 動
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 声 を 優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識
別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出 手 段 と 、 前 記 音 声 信 号 に 応
答 し て 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る 音 声 手 段 と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 前 記 画 像 信 号 を 制 御
す る 制 御 手 段 と を 備 え る 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 音 検 出 手 段 は 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 領 域 ま た は 喉 領 域 に 装 着 さ れ る よ う に 適 合 さ れ
、 前 記 装 着 者 の 頭 部 か ら 発 せ ら れ る 音 声 を 優 先 的 に 検 出 し 、 こ れ に 応 答 し て 前 記 音 声 信 号
を 生 成 す る 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン を 備 え る 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 音 声 手 段 は 、 前 記 音 声 信 号 の 波 形 を 解 析 し て 、 所 定 の カ テ ゴ リ の 集 合 の １ つ に 入 る も
の と し て 分 類 す る 音 声 解 析 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 声 音 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 自 動 撮 像 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 発 話 に 関 連 す る 音 声 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に
記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 言 葉 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 自 動 撮 像
装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 韻 律 に 関 連 す る 特 徴 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ ま
た は １ ２ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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前 記 音 声 解 析 手 段 は 非 発 話 声 音 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ ～ １ ３ の い ず
れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 非 声 音 を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ ～ １ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 音 声 解 析 は 一 連 の 参 照 波 形 を 含 み 、 該 一 連 の 参 照 波 形 と 照 ら し 合 わ せ て 前 記 分 類 が 行
わ れ る 、 請 求 項 ９ ～ １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 音 声 解 析 は 、 新 し い 音 声 を 認 識 す る よ う に ト レ ー ニ ン グ 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ て
い る 、 請 求 項 ９ ～ １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 前 記 音 声 信 号 に カ テ ゴ リ を 割 り 当 て る と き 、 全 体 の 信 号 振 幅 ま た は
エ ン ベ ロ ー プ を 考 慮 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ ～ １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 自 動
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
空 気 を 介 し て 音 声 を 受 け 取 る 従 来 の マ イ ク ロ フ ォ ン を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ９ ～ １ ８ の い
ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 従 来 の マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 信 号 を 記 録 す る 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 自 動
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 分 類 に 際 し 、 前 記 音 声 信 号 を 所 定 の カ テ ゴ リ の 集 合 の １ つ に 入 る も
の と し て 分 類 分 類 す る と き 、 前 記 従 来 の マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 前 記 信 号 を 考 慮 に 入 れ る よ
う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ ま た は 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 前 記 音 声 信 号 に 割 り 当 て ら れ た 前 記 カ テ ゴ リ に よ っ て 少 な く と も 部
分 的 に 決 定 さ れ る 値 を 有 す る 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ ～ ２
１ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 前 記 音 声 信 号 に 割 り 当 て ら れ た 前 記 カ テ ゴ リ に 従 っ て 二 値 の 前 記 顕
著 性 信 号 を 提 供 す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 前 記 音 声 信 号 に 割 り 当 て ら れ た 前 記 カ テ ゴ リ に 従 っ て 複 数 の 値 の う
ち の １ つ を 有 す る 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 音 声 解 析 手 段 は 、 前 記 割 り 当 て ら れ た カ テ ゴ リ の 関 数 と し て の 離 散 変 数 で あ り 、 前 記
音 声 信 号 の 前 記 全 体 の 信 号 振 幅 ま た は エ ン ベ ロ ー プ の 関 数 と し て の 連 続 変 数 で あ る 顕 著 性
信 号 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 画 像 信 号 を 選 択 的 に 伝 送 す る ゲ ー ト を 備 え る 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求
項 ７ に 記 載 の 、 ま た は 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ７ に 直 接 も し く は 間 接 的 に 従 属 す る 先 行 す る
請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 顕 著 性 信 号 を 他 の 制 御 信 号 と 組 み 合 わ せ て 、 前 記 ゲ ー ト を 制 御 す る
ゲ ー ト 制 御 出 力 を 生 成 す る 結 合 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 ゲ ー ト は 、 前 記 二 値 の 顕 著 性 信 号 に よ っ て 直 接 制 御 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請
求 項 ２ ６ お よ び 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
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前 記 カ メ ラ に は 、 少 な く と も 該 カ メ ラ を 前 記 所 定 の 人 物 に 固 定 す る 固 定 手 段 が 設 け ら れ る
、 先 行 す る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 カ メ ラ に は 、 少 な く と も 前 記 撮 像 光 学 系 を 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 に 固 定 す る 固 定 手 段
が 設 け ら れ る 、 請 求 項 １ ～ ２ ８ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 被 制 御 画 像 信 号 を 記 録 す る 記 録 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 、 ま た は 請 求 項 ７ に
直 接 も し く は 間 接 的 に 従 属 す る 請 求 項 ８ ～ ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 記 録 手 段 に は 、 該 記 録 手 段 を 前 記 所 定 の 人 物 に 固 定 す る 固 定 手 段 が 設 け ら れ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 、 ま た は 請 求 項 １ に 従 属 す る 請 求 項 の い ず れ か １ 項 、 ま た は 請 求 項 ３ １ に 記
載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 記 録 手 段 は 、 音 検 出 手 段 か ら 離 れ た レ コ ー ダ 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 音 声 信 号 を 前 記 音
検 出 手 段 か ら 前 記 レ コ ー ダ 位 置 に 無 線 伝 送 す る 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 、 ま た は
請 求 項 １ に 従 属 す る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 音 声 手 段 は 、 前 記 音 検 出 手 段 か ら 離 れ た 音 声 手 段 位 置 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 音 声 信 号
を 前 記 音 声 手 段 位 置 に 無 線 伝 送 す る 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か １ 項 、 ま た は
請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か に 従 属 す る 請 求 項 ８ ～ ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 音 声 手 段 か ら 離 れ た 制 御 位 置 に 位 置 し 、 前 記 顕 著 性 信 号 を 前 記 音 声
手 段 か ら 前 記 制 御 手 段 に 無 線 伝 送 す る 手 段 を 備 え る 、 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か １ 項 、 ま た
は 請 求 項 ３ ～ ７ の い ず れ か に 従 属 す る 請 求 項 ８ ～ ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 カ メ ラ は 、 前 記 所 定 の 人 物 上 以 外 の カ メ ラ 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 ３ ３ ～ ３ ５
の い ず れ か に 記 載 の 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
電 子 カ メ ラ を 操 作 し て 画 像 信 号 を 生 成 さ せ る 、 操 作 す る ス テ ッ プ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音
声 を 優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 音 声 信 号 を 前 記 画 像 信 号 と と も に 記 録 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 選 択 的 に 識 別 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 か ら 発 せ ら れ る 音 声 を 優 先 的 に
検 出 す る 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 領 域 ま た は 喉 領 域 に 合 っ た 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン を 使 用
し て 行 わ れ る 、 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 音 声 信 号 お よ び 前 記 画 像 信 号 を 再 生 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 再 生 音 声 信 号 に 応 答 し て 顕
著 性 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 前 記 再 生 画 像 信 号 を 制 御 す る
ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
カ メ ラ を 操 作 し て 画 像 信 号 を 生 成 さ せ る 、 操 作 す る ス テ ッ プ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 声 を
優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記
音 声 信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 前 記 カ
メ ラ を 制 御 す る ス テ ッ プ と を 含 む 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 カ メ ラ は 画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ で あ る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
カ メ ラ を 操 作 し て 画 像 信 号 を 生 成 さ せ る 、 操 作 す る ス テ ッ プ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 声 を
優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記
音 声 信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 前 記 画
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像 信 号 を 制 御 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 優 先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 か ら 発 せ ら れ
る 音 声 を 優 先 的 に 検 出 す る 、 前 記 所 定 の 人 物 の 頭 部 領 域 ま た は 喉 領 域 に 合 っ た 音 伝 達 マ イ
ク ロ フ ォ ン を 使 用 し て 行 わ れ る 、 請 求 項 ３ ９ ～ ４ ２ の い ず れ か に 記 載 の 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
前 記 顕 著 性 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 音 声 信 号 の 波 形 を 解 析 し て 、 所 定 の カ テ ゴ リ
の 集 合 の １ つ に 入 る も の と し て 分 類 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ３ ９ ～ ４ ３ の い ず れ か に 記 載
の 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 実 質 的 に 上 に 述 べ た 自 動 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
添 付 図 面 を 参 照 し て 実 質 的 に 上 に 述 べ た 撮 像 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
写 真 撮 影 の 自 動 化 は 常 に 関 心 の 対 象 で あ り 、 過 去 数 十 年 に わ た っ て 高 い 関 心 を 集 め て い る
。 自 動 露 出 制 御 お よ び オ ー ト フ ォ ー カ ス は 、 今 で は 大 半 の カ メ ラ で 標 準 の 機 能 で あ り 、 多
く の カ メ ラ は 他 の 電 子 的 に 制 御 さ れ る 機 能 、 ま た は 電 気 的 機 能 を 有 し て い る 。 １ つ 以 上 の
感 光 ア レ イ の 形 態 の 電 子 イ メ ー ジ セ ン サ を 備 え た ビ デ オ カ メ ラ お よ び ス チ ル カ メ ラ は 、 ま
す ま す 一 般 で の 入 手 が 可 能 に な り つ つ あ り 、 画 像 を 安 価 に 記 録 す る 手 段 、 編 集 を 選 択 し て
、 受 け 入 れ ら れ る と 考 え ら れ る 画 像 の み を プ リ ン ト す る 手 段 、 Ｐ Ｃ お よ び 付 属 機 器 の み を
使 用 し て 家 で こ れ を 行 う 手 段 、 お よ び 電 子 メ ー ル を 使 用 し て 画 像 を 送 受 信 す る 手 段 を 含 め
、 以 前 は 利 用 で き な か っ た 機 能 を 提 供 す る こ と か ら 人 気 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
し か し 、 一 般 に 、 買 っ て き た だ け の カ メ ラ で は 、 写 真 の フ レ ー ミ ン グ （ 方 向 お よ び ズ ー ム
） な ら び に タ イ ミ ン グ に つ い て の 決 定 を 含 め て 、 操 作 者 が 撮 影 す る 実 際 の 写 真 の 構 成 を 決
定 す る 必 要 が あ る 。 電 子 カ メ ラ の 出 現 に よ り 、 複 数 の 写 真 を 連 続 し て 、 ま た は ビ デ オ ク リ
ッ プ さ え も 記 録 し 、 そ こ か ら し か る べ き 画 像 を 選 択 す る こ と が で き 、 ま た 、 こ の 後 に あ る
程 度 の 編 集 を 行 う こ と が で き る が 、 操 作 者 は や は り 、 カ メ ラ を お お よ そ 正 し い 方 向 に 向 け
て お お よ そ 正 し い と き に 作 動 ボ タ ン を 押 下 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ス チ ル ま た は ビ デ オ 電 子 カ メ ラ は 両 方 と も 、 一 連 の 画 像 信 号 （ 「 画 像 シ ー ケ ン ス 」 ） を 提
供 可 能 な セ ン サ を 有 す る た め 、 本 明 細 書 で は 広 く 「 電 子 カ メ ラ 」 と 呼 ぶ こ と に し 、 そ れ ぞ
れ の 出 力 を 、 得 ら れ る の が 静 止 画 像 で あ る か 、 そ れ と も 画 像 シ ー ケ ン ス で あ る か に 関 わ り
な く 、 ま た 画 像 信 号 が カ メ ラ に 記 録 さ れ る の か 、 そ れ と も 他 の ど こ か に 記 録 さ れ る の か に
関 わ り な く 、 「 画 像 信 号 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。 写 真 ま た は 画 像 と い う と き は 、 静 止 画 像 お
よ び 画 像 シ ー ケ ン ス の 両 方 を 対 象 と し て 含 む も の と し て 読 む べ き で あ る 。 「 カ メ ラ 」 と 限
定 す る こ と な く 述 べ る と き は 、 電 子 カ メ ラ あ る い は 感 光 記 録 媒 体 を 使 用 す る カ メ ラ 、 た と
え ば 、 静 止 露 出 用 の フ ィ ル ム 式 カ メ ラ ま た は シ ネ カ メ ラ （ 「 写 真 」 カ メ ラ ） に 関 連 す る も
の と し て 読 む べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
オ ー ト フ ォ ー カ ス お よ び 露 出 等 の カ メ ラ の 制 御 は 、 写 真 撮 影 の 技 術 的 側 面 に よ り 関 連 す る
。 こ れ ら は 、 フ レ ー ミ ン グ お よ び タ イ ミ ン グ を 含 む 写 真 の 構 成 に は ほ と ん ど 関 係 な い か 、
ま た は ま っ た く 関 係 な い が 、 現 在 、 こ の 側 面 に 関 心 が 集 ま り 、 お よ び 意 識 の あ る 操 作 者 に
よ る 入 力 が さ ら に 低 減 さ れ て い る か 、 ま た は 完 全 に な く な っ た 写 真 撮 影 機 能 ま た は 写 真 選
択 機 能 を 有 す る イ ン テ リ ジ ェ ン ト な ス チ ル カ メ ラ お よ び ビ デ オ カ メ ラ の 提 供 に 対 し て 関 心
が 集 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
考 え ら れ る あ る 方 策 は 、 連 続 し て 動 作 す る カ メ ラ か ら の 画 像 信 号 全 体 を 格 納 す る 、 ま た は
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シ ネ カ メ ラ か ら の シ ー ケ ン ス 、 す な わ ち 画 像 シ ー ケ ン ス の 全 体 を 格 納 し 、 そ こ か ら 適 し た
単 一 画 像 ま た は 少 な く な っ た 画 像 シ ー ケ ン ス を 後 の 時 間 期 間 に 選 択 す る と い う も の で あ る
。 こ れ に よ り 、 カ メ ラ 操 作 者 に 対 す る 負 担 が 軽 減 さ れ る か 、 ま た は カ メ ラ 操 作 者 に 対 す る
必 要 性 が 全 く 回 避 さ れ る が 、 こ の 手 法 で は 非 常 に 大 量 の 画 像 信 号 の 記 憶 容 量 ま た は フ ィ ル
ム 格 納 場 所 が 必 要 で あ る だ け で は な く 、 操 作 す る 人 が 、 後 の 選 択 プ ロ セ ス 中 に 、 格 納 さ れ
て い る 画 像 シ ー ケ ン ス を 調 べ る 必 要 が あ り 、 こ れ も ま た 非 常 に 時 間 が か か り 、 ひ い て は 高
価 で あ る 。 し た が っ て 、 格 納 前 に 少 な く と も あ る 程 度 の 画 像 を 選 択 さ せ る か 、 あ る い は 画
像 シ ー ケ ン ス 全 体 が 格 納 さ れ る 場 合 、 画 像 シ ー ケ ン ス と と も に 、 シ ー ケ ン ス の 最 も 関 心 の
あ る 部 分 が 見 つ け ら れ る 可 能 性 が 高 い と こ ろ を 示 す さ ら な る 信 号 を 記 録 す る こ と が 非 常 に
望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
あ る 程 度 の 写 真 の 構 成 が 行 わ れ る 既 知 の 種 類 の 自 動 カ メ ラ 装 置 は 、 多 様 な も の を 包 含 し て
い る 。 一 例 と し て は 、 写 真 撮 影 状 況 が 厳 密 に 予 め 決 定 さ れ 、 か な り 限 定 さ れ た 機 器 の 形 態
で あ り 、 た と え ば 、 本 質 的 に 固 定 位 置 に あ る 席 に 着 い た 顧 客 が 機 械 に お 金 を 入 れ た 後 、 カ
メ ラ が 固 定 さ れ た タ イ ミ ン グ で 動 作 す る パ ス ポ ー ト 写 真 撮 影 用 の ブ ー ス が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
所 定 の 条 件 ま た は 条 件 の 集 合 に 応 答 し て 、 た と え ば 、 １ つ 以 上 の セ ン サ の 出 力 に 対 し て 働
く ア ル ゴ リ ズ ム 的 計 算 の 結 果 に 応 答 し て 、 自 動 的 に 写 真 撮 影 が 始 ま る 装 置 で は 、 よ り 自 由
が 許 さ れ る 。 し か し 、 こ の 種 類 の 装 置 の １ つ の 問 題 は 、 写 真 撮 影 を 可 能 に す る た め に 必 要
な 条 件 の 集 合 を 定 義 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
あ る 特 定 の 状 況 で は 、 規 定 さ れ た 条 件 が 物 理 的 に 予 め 決 定 さ れ て い る 。 警 報 の 入 力 に 応 答
し て 動 作 を 開 始 す る セ キ ュ リ テ ィ カ メ ラ 、 お よ び 運 転 の 速 す ぎ る 車 両 に 応 答 す る 交 通 速 度
カ メ ラ は 、 こ の カ テ ゴ リ に 入 る 。 ま た 、 来 訪 者 が 乗 っ て い る 車 が 、 赤 外 線 ビ ー ム を 遮 断 す
る こ と な ど に よ っ て ス イ ッ チ を 作 動 さ せ た と き に 起 動 さ れ る 適 宜 に 配 置 さ れ て い る 固 定 カ
メ ラ を 起 動 さ せ て 、 テ ー マ パ ー ク に 車 で 来 た 来 訪 者 の 写 真 を 撮 影 す る こ と も 知 ら れ て い る
。 こ の よ う な シ ス テ ム は 、 た と え ば 、 国 際 特 許 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ １ ０ ３ ５ ８ 号 （ Goldbe
rg） 、 欧 州 特 許 出 願 第 ０ ９ ５ ３ ９ ３ ５ 号 （ Eastman Kodak） 、 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ５ ５ ， ０
５ ３ 号 （ Renie） 、 お よ び 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ７ ６ ， ８ ３ ８ 号 （ Renie） に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
他 の シ ス テ ム に よ っ て は 、 撮 像 す べ き 特 徴 に 関 連 す る 特 徴 の 認 識 ま た は 検 出 に よ っ て 幾 分
許 容 範 囲 が 広 い も の も あ る 。 し た が っ て 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ４ ４ ， ５ ９ ９ 号 （ Hildin） に
は 、 会 議 テ ー ブ ル の 周 囲 の 一 群 の 人 々 と 使 用 さ れ る ビ デ オ カ メ ラ シ ス テ ム が 開 示 さ れ て お
り 、 各 人 が マ イ ク ロ フ ォ ン を 装 着 し 、 カ メ ラ は 、 そ の と き に 話 し て い る 人 に 向 け ら れ 、 そ
の 人 の 動 き を ト ラ ッ キ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ れ は 、 画 像 の 記 録 よ り も 閲 覧 を 意 図
し た シ ス テ ム で あ る 。 欧 州 特 許 出 願 第 ０ ６ ６ ０ １ ３ １ 号 （ Osen） に は 、 全 地 球 測 位 シ ス テ
ム を 採 用 し て 、 航 空 機 等 の 特 徴 を 、 カ メ ラ を 自 動 的 に そ こ に 向 け る こ と が で き る よ う に ト
ラ ッ キ ン グ す る シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 点 に 関 し て 、 撮 像 中 の 特 徴 を 識 別 し 、 か つ ／ ま た は カ メ ラ を 起 動 す る タ グ が ま す ま す
利 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ は 、 上 に 述 べ た 国 際 特 許 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ １ ０ ３ ５
８ 号 （ Goldberg） 、 お よ び 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ９ ４ ， ５ １ ４ 号 （ Evans） で 行 わ れ 、 異 な る
特 徴 の 写 真 を 容 易 に 識 別 す る こ と が 可 能 で あ る 。 国 際 特 許 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ９ ８ ／ １ ０ ３ ５ ８
号 （ Goldberg） に は 、 タ グ を 使 用 し て カ メ ラ を 起 動 し 、 タ グ を 装 着 し て い る 人 に 画 像 を 関
連 付 け る デ ー タ を 提 供 す る こ と を 含 む 複 数 の カ メ ラ シ ス テ ム が 記 載 さ れ て お り 、 一 変 形 で
は 、 顔 認 識 を 用 い て 特 徴 を 識 別 し 、 最 初 に シ ス テ ム に 与 え ら れ る 画 像 お よ び 他 の 関 連 デ ー
タ か ら 作 業 を 着 手 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し 、 い つ で も 、 ま た 関 心 が あ る と 考 え ら れ る あ ら ゆ る も の の 写 真 を 撮 影 し よ う と す る
ど ん な と こ ろ で も ハ ン ド ヘ ル ド カ メ ラ を 用 い る こ と が で き る 個 人 の カ メ ラ ユ ー ザ と 比 較 し
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て 、 上 に 述 べ た 従 来 技 術 の す べ て で は 、 写 真 撮 影 の 様 式 に 関 し て か な り の 制 限 が 残 っ て い
る 。 最 も よ く 知 ら れ て い る 自 動 カ メ ラ 装 置 は 、 固 定 カ メ ラ を 採 用 す る か 、 か つ ／ ま た は カ
メ ラ が 起 動 さ れ る 状 況 に 対 し て 厳 密 な 制 約 を 有 す る か （ た と え ば 制 限 さ れ た 条 件 ま た は 条
件 の 集 合 に 関 連 す る タ グ 、 条 件 、 ま た は ア ラ ー ム 入 力 へ の 応 答 す る こ と ） の い ず れ か で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
テ ー マ パ ー ク 等 の 商 業 的 に 設 置 さ れ た も の で は 、 カ メ ラ は 本 質 的 に 固 定 さ れ 、 特 定 の 状 況
に お い て 画 像 を 取 り 込 む よ う に 配 置 さ れ る 。 こ の 特 定 の 状 況 と は 、 た と え ば 、 格 納 さ れ る
画 像 の 少 な く と も い く つ か が 満 足 の 行 く よ う に 構 成 さ れ 、 購 入 者 に な り う る 人 に と っ て 興
味 の あ る も の と し て 心 を 引 く こ と が 証 明 さ れ る こ と に な る も の と 期 待 さ れ る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
可 搬 式 で あ り 、 手 動 で 操 作 さ れ る カ メ ラ の 場 合 の よ う に 、 人 物 の 位 置 に 関 わ り な く 、 異 な
る 画 像 を 自 動 的 に 取 り 込 む こ と が で き る カ メ ラ を 提 供 可 能 な こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し た が っ て 、 自 動 カ メ ラ 装 置 の さ ら に 望 ま し い 特 徴 は 、 見 ら れ て い る 画 像 は 所 定 の 種 類 に
関 連 し な い か も し れ な い が 、 そ れ で も あ る 人 物 、 た と え ば カ メ ラ の ユ ー ザ に と っ て 興 味 の
あ る も の で あ り う る こ と を 示 す 信 号 （ 「 顕 著 性 (saliency)」 信 号 ） の 提 供 で あ る と 考 え る
こ と が で き る 。 こ の 信 号 は 、 選 択 的 な カ メ ラ 操 作 の 起 動 、 ま た は 選 択 的 な リ ア ル タ イ ム で
の 画 像 の 格 納 に 使 用 す る こ と が で き 、 ま た は 、 後 の 画 像 選 択 プ ロ セ ス に お い て 連 続 し て 格
納 さ れ る 画 像 信 号 と と も に 使 用 す る こ と が で き 、 も し 信 号 が ３ つ 以 上 の 値 （ す な わ ち 関 心
の あ る 特 徴 に 画 像 が 関 連 す る と い う 相 対 的 な 尤 度 を 示 す ） を 有 す る 場 合 に は 、 こ れ ら 技 法
を 組 み 合 わ せ た も の が 採 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 関 心 の あ る 可 能 性 の あ る す べ て の 信 号 を 格
納 し 、 他 の 信 号 を 拒 絶 し 、 格 納 さ れ て い る 信 号 か ら 後 に 選 択 し 、 初 期 の 優 先 が よ り 関 心 の
あ る も の と 示 さ れ る 信 号 の 部 分 に 与 え ら れ る 。 こ の よ う な 特 徴 は 、 本 発 明 に 関 し て 意 図 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
人 物 か ら 発 せ ら れ る 音 は 、 そ の 人 物 が い る 環 境 に 対 す る 人 物 の 反 応 を 示 す こ と が で き る と
い う こ と が 分 か っ て い る 。 こ の よ う な 反 応 は 、 特 定 の 出 来 事 に 対 す る も の で あ っ た り 、 ま
た は 環 境 の 全 体 的 な 雰 囲 気 に 対 す る も の で あ っ た り す る 。 反 応 は 、 た と え ば 、 見 て い る 、
ま た は 可 視 の シ ー ン ま た は 出 来 事 、 別 の 人 物 と の 対 話 、 突 然 の 音 （ バ タ ン 等 ） で あ る か 、
ま た は 連 続 し た 音 （ 音 楽 等 ） で あ る か に 関 わ ら ず 音 、 お よ び 出 来 事 に 参 加 し て い る と き 、
ま た は 遊 園 地 の 乗 物 等 の 娯 楽 を 楽 し ん で い る と き に 受 け る 刺 激 等 の 他 の 刺 激 に 対 し て の も
の で あ る こ と が で き る 。 反 応 が ど う で あ れ 生 じ る と 、 人 物 が 見 て い る シ ー ン に 、 そ の 反 応
の 原 因 を 表 す か 、 ま た は 後 日 、 少 な く と も そ の 反 応 の 原 因 を 呼 び 起 こ す も の で あ る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 人 物 か ら 発 生 さ れ た 音 が 、 顕 著 性 信 号 の 生
成 に 採 用 さ れ る 。 本 発 明 は 、 可 搬 性 で あ る 、 す な わ ち 人 物 が 携 帯 す る カ メ ラ に 対 し て 特 に
有 用 で あ る が そ れ に 限 定 さ れ ず 、 動 く こ と の で き る 無 生 物 物 体 に 取 り 付 け ら れ る カ メ ラ 、
ま た は 固 定 位 置 に 取 り 付 け ら れ る カ メ ラ 、 ま た は 固 定 軌 道 を 辿 る カ メ ラ と 使 用 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 を 優
先 的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出
手 段 と 、 画 像 信 号 と と も に 音 声 信 号 を 記 録 す る 記 録 手 段 と を 備 え る 撮 像 装 置 を 提 供 す る 。
こ の 第 １ の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 音 声 信 号 お よ び 画 像 信 号 を 再 生 す る 手 段 と 、 再 生 音 声 信
号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る 音 声 手 段 と 、 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 再 生 画 像 信 号 を 制
御 す る 制 御 手 段 と を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 カ メ ラ と 、 カ メ ラ と 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 を 優 先 的 に 受 け 取
り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出 手 段 と 、 音 声
信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る 音 声 手 段 と 、 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て カ メ ラ を 制 御 す
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る 制 御 手 段 と を 備 え る 撮 像 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ２ の 態 様 で は 、 好 ま し く は 、 カ メ ラ は 画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ で あ る が 、 従 来 の
ス チ ル カ メ ラ ま た は シ ネ フ ィ ル ム カ メ ラ で あ っ て も よ い 。 カ メ ラ の 制 御 は 、 写 真 撮 影 を 起
動 す る こ と と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ３ の 態 様 で は 、 本 発 明 は 、 画 像 信 号 を 提 供 す る 電 子 カ メ ラ 、 所 定 の 人 物 か ら の 音 を 優 先
的 に 受 け 取 り 、 ま た は 識 別 し 、 こ れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と が 可 能 な 音 検 出 手
段 、 音 声 信 号 に 応 答 し て 顕 著 性 信 号 を 提 供 す る 音 声 手 段 、 お よ び 顕 著 性 信 号 に 応 答 し て 画
像 信 号 を 制 御 す る 制 御 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ の 態 様 に よ る 装 置 を 使 用 し て 撮 像 す る 方 法 に 拡 張 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
後 に 特 に 述 べ る よ う に 、 好 ま し い 音 検 出 手 段 は 、 装 着 者 （ 「 所 定 の 人 物 」 ） の 頭 部 に 合 う
よ う に 適 合 さ れ 、 装 着 者 の 頭 部 お よ び ／ ま た は 喉 か ら 発 せ ら れ た 音 を 優 先 的 に 検 出 し 、 こ
れ に 応 答 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン で あ る 。 し か し 、 所 定 の 人 物 か ら
の 音 を 優 先 的 に 受 け 取 る 、 ま た は 識 別 す る 他 の 技 法 も 既 知 で あ り 、 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン
を 使 用 す る 代 わ り に こ れ ら を 使 用 す る こ と も 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 た と え ば 、 こ れ ら 技
法 は 、 ２ 人 以 上 の 人 物 か ら の 音 を 受 け 取 る こ と が で き る マ イ ク ロ フ ォ ン に 対 し て 動 作 す る
声 認 識 ソ フ ト ウ ェ ア を 使 用 す る こ と を 含 み 、 こ の よ う な ソ フ ト ウ ェ ア は 、 特 に 特 定 の ユ ー
ザ か ら の 、 発 話 を 認 識 す る よ う に ト レ ー ニ ン グ す る こ と が で き る 。 そ れ に も 関 わ ら ず 、 多
く の 場 合 、 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン を 使 用 す る こ と で 、 意 図 す る 機 能 を 実 行 す る 特 に 単 純 か
つ 効 果 的 な 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の ３ つ の 態 様 す べ て に 共 通 の 装 着 式 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン は 既 知 で あ り 、 通 常 、 装
着 者 の 体 、 頭 部 お よ び 耳 に 装 着 さ れ る マ イ ク ロ フ ォ ン の 場 合 は 頭 蓋 骨 を 通 し て 伝 達 さ れ る
音 の 振 動 を 検 出 す る 振 動 変 換 器 を 備 え る 。 こ れ ら マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 空 気 を 通 し て 伝 達 さ
れ る 音 を 拾 う マ イ ク ロ フ ォ ン と 区 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
耳 装 着 式 マ イ ク ロ フ ォ ン の 典 型 例 は 、 国 際 特 許 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ８ ６ ／ ０ ７ １ ５ ７ (ACR Elect
ronics)、 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ８ ８ ， ８ ６ ７ 号 (Konomi)、 お よ び 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ９ ２ ， ０
５ ９ 号 (Kruger)に 記 載 さ れ て い る 。 他 の 頭 蓋 装 着 式 マ イ ク ロ フ ォ ン に よ っ て は 、 頭 頂 部 に
固 定 さ れ る も の が あ る 。 こ れ ら は す べ て 、 通 常 は 骨 伝 導 を 介 し て 頭 部 を 通 し て 直 接 伝 達 さ
れ る 音 を 拾 う 振 動 変 換 器 を 備 え て い る 。 別 の 典 型 的 な 形 態 の 頭 部 装 着 式 マ イ ク ロ フ ォ ン は
、 喉 に 物 理 的 に 接 し て 装 着 さ れ る 。 空 気 を 通 し て 伝 達 さ れ る 音 も ま た 、 こ う い っ た マ イ ク
ロ フ ォ ン に よ っ て 感 知 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な マ イ ク ロ フ ォ ン を 動 作 さ せ る 回 路 は
、 た と え ば 、 国 際 特 許 出 願 番 号 Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ２ １ １ ９ ４ （ (Resound Corporation)） お よ び
欧 州 特 許 出 願 第 ０ ９ ８ ４ ６ ６ ０ (Nippon Telephone and Telegraph Corporation)に 開 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
音 信 号 に よ っ て 起 動 す る カ メ ラ は 既 知 で あ る 。 米 国 特 許 第 ５ ， ０ １ ４ ， ０ ７ ９ 号 、 お よ び
第 ５ ， １ ０ ７ ， ２ ８ ８ 号 （ 両 方 と も Konica Corporation） 、 な ら び に 米 国 特 許 第 ５ ， １ ６
２ ， ８ ３ ２ 号 (Konishoroku Photo Ind.)に 例 が 開 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら は 概 し て 、 特 定
の １ つ の 音 特 徴 、 た と え ば 、 こ れ ら 特 定 の 場 合 の 強 度 エ ン ベ ロ ー プ （ す な わ ち 音 圧 ） に の
み 応 答 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 マ イ ク ロ フ ォ ン は カ メ ラ に 配 置 さ れ て お り 、 音 伝 達 マ
イ ク ロ フ ォ ン で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ４ ４ ， ５ ９ ９ 号 (Lucent Technologies Inc.)か ら 既 知 な の は 、 各
参 加 者 に 、 そ の 人 物 が 話 し て い る と き に タ グ と し て 働 く マ イ ク ロ フ ォ ン が 提 供 さ れ る 、 会
議 で 使 用 す る 自 動 カ メ ラ シ ス テ ム で あ り 、 こ の シ ス テ ム は 、 カ メ ラ が 自 動 的 に 、 話 者 ま た
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は 最 も 大 き な 声 の 話 者 の 方 を 向 く よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の シ ス テ ム は 個 人 的 な マ イ ク ロ フ
ォ ン を 含 む が 、 特 に 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン で は な く 、 利 用 さ れ る 音 パ ラ メ ー タ は 音 の 強 さ
の み で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 従 来 技 術 は い ず れ も 、 カ メ ラ の 動 作 の 制 御 ま た は カ メ ラ か ら 生 成 さ れ る 画 像 信 号 の 制
御 に 、 頭 部 ま た は 喉 に 装 着 さ れ た 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 音 声 信 号 を 使 用 す る こ と を
対 象 と し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
音 を 分 類 す る シ ス テ ム も 存 在 し 、 上 に 述 べ た 音 声 手 段 は 、 音 声 信 号 の 波 形 を 解 析 し て 、 所
定 の カ テ ゴ リ の 集 合 の １ つ に 入 る も の と し て 分 類 す る 音 声 解 析 手 段 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
米 国 特 許 第 ５ ， ７ １ ２ ， ９ ５ ３ 号 (Langs)は 、 音 声 信 号 を 音 楽 ま た は 非 音 楽 と し て 分 類 す
る シ ス テ ム を 開 示 し て お り 、 他 の こ の よ う な 従 来 技 術 を 参 照 し て い る 。 お そ ら く 、 本 発 明
に よ り 関 係 す る も の と し て 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ １ ８ ， ２ ２ ３ 号 (Muscle Fish)は 、 所 与 の
音 信 号 と 比 較 す る こ と に よ っ て 音 声 信 号 を よ り 詳 細 に 分 類 す る シ ス テ ム を 開 示 し て い る 。
こ の シ ス テ ム は 、 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 お よ び 所 与 の 音 と 同 様
に 聞 こ え る 音 声 デ ー タ フ ァ イ ル を 見 つ け る イ ン タ ー ネ ッ ト サ ー チ エ ン ジ ン で 有 用 で あ る と
言 わ れ て い る 。 所 与 の 一 例 は 、 サ ウ ン ド ト ラ ッ ク 中 の 拍 手 お よ び 声 援 の 識 別 で あ る 。 ユ ー
ザ が 、 「 鳥 の 声 」 ま た は 「 ロ ッ ク ミ ュ ー ジ ッ ク 」 等 の 音 の 分 類 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 装 置 の 基 本 的 な 形 態 で は 、 音 声 解 析 手 段 は 、 所 定 の 人 物 が 発 し た 、 笑 い 声 等 の 特
定 の １ つ の み の 形 態 の 音 を 認 識 す る よ う に 適 合 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 場 合 、 最 も 基
本 的 な カ テ ゴ リ の 集 合 は 「 笑 い 声 」 お よ び 「 他 」 か ら な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
し か し 、 他 よ り も 困 難 な も の も あ る が 、 所 定 の 人 物 が 発 し た 複 数 の 音 を 分 類 し 、 そ う し て
識 別 可 能 な カ テ ゴ リ お よ び ／ ま た は カ テ ゴ リ が 関 連 す る 出 来 事 の 範 囲 を 広 げ る こ と が 可 能
で あ る 。 所 定 の 人 物 の 頭 部 か ら の 音 を 、 別 個 に 考 え る 必 要 が あ る 非 発 話 お よ び 発 話 に 分 け
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
典 型 的 な 非 発 話 音 は 、 笑 い 声 、 鳴 き 声 、 鼻 歌 、 咳 、 お よ び く し ゃ み 等 の 声 音 と 、 鼻 で 吸 い
込 む 音 、 引 っ 掻 き 音 、 食 べ て い る と き の 音 、 歯 を 摺 り 合 わ せ る 音 （ 歯 ぎ し り ） 、 お よ び げ
っ ぷ 等 の 非 声 音 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
発 話 自 体 は 、 言 葉 と 、 言 葉 が 話 さ れ た 様 式 （ 韻 律 ） と に 分 け る こ と が で き る 。 言 葉 認 識 技
法 は 、 多 く の 言 葉 を 正 確 に 認 識 す る に 十 分 に 進 歩 し て い る 。 韻 律 は 、 声 の 強 度 パ タ ー ン （
上 が り 調 子 の 声 か 、 そ れ と も 下 が り 調 子 の 声 か 、 ま た は 一 続 き の 文 章 ま た は 詩 の 朗 読 、 問
い 掛 け 、 も し く は 陳 述 に 関 連 す る 変 動 パ タ ー ン 、 た め ら い 、 言 葉 が 発 せ ら れ た 様 式 、 す な
わ ち 、 音 節 に 関 連 す る 異 な る 強 勢 、 声 の 周 波 数 、 話 す 速 さ 、 発 話 の 部 分 部 分 の 持 続 時 間 の
よ う な 特 徴 を 含 む 。 こ れ は 、 離 散 し た 抽 象 的 な 発 話 単 位 を 識 別 す る 音 韻 の 側 面 と 、 こ の よ
う な 単 位 に 関 連 す る 連 続 変 化 す る 音 響 情 報 に 関 連 す る 音 声 学 的 な 側 面 と か ら な り 、 所 定 の
人 物 の 気 分 、 た と え ば 、 興 奮 、 怒 り 、 ま た は リ ラ ッ ク ス を 反 映 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
歌 声 等 、 音 に よ っ て は 、 発 話 と 非 発 話 の 両 方 の 関 連 に 入 る と 考 え ら れ る も の も あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 で は 、 音 声 解 析 手 段 に よ っ て 行 わ れ る 分 類 は さ ら に 、 全 体 の 信 号 （ エ ン ベ ロ ー プ ）
の 振 幅 の 関 数 で あ る こ と が で き る が 、 こ れ は 、 発 話 が 含 ま れ る い ず れ の 場 合 で も 韻 律 の 一
部 で あ る と 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
し た が っ て 、 音 声 解 析 手 段 は 、 声 音 を 認 識 し 、 そ の 音 に 発 話 が 関 連 し て い る か 、 そ れ と も
非 発 話 が 関 連 し て い る か を 認 識 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 発 話 が 関 わ っ て い る 場
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合 、 音 声 解 析 手 段 は 、 言 葉 を 認 識 し 、 か つ ／ ま た は 韻 律 に 関 連 す る 特 徴 を 認 識 す る よ う に
構 成 す る こ と が で き る 。 し か し 、 代 替 ま た は 追 加 と し て 、 音 声 解 析 手 段 は 、 非 発 話 声 音 を
認 識 し 、 か つ ／ ま た は 非 声 音 を 認 識 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
加 え て 、 音 声 解 析 手 段 は 、 カ テ ゴ リ を 音 声 信 号 に 割 り 当 て る と き に 全 体 の 信 号 振 幅 ま た は
エ ン ベ ロ ー プ を 考 慮 に 入 れ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 大 き な 笑 い 声 と 静
か な 笑 い 声 と を 区 別 す る よ う に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
音 声 解 析 に は 、 所 定 の 一 連 の 参 照 波 形 を 提 供 す る こ と が で き 、 こ の 参 照 波 形 と 照 ら し 合 わ
せ て 分 類 を 行 う 。 代 替 ま た は 追 加 と し て 、 ま た 好 ま し く は 、 新 し い 音 を 認 識 し て 、 所 定 の
人 物 の 特 定 の 癖 に 適 合 す る こ と が で き る よ う に ト レ ー ニ ン グ 可 能 な よ う に 構 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
言 葉 認 識 は 、 自 発 的 お よ び 非 自 発 的 な カ メ ラ ま た は 画 像 信 号 制 御 に 有 用 で あ る こ と が で き
る 。 「 こ ん に ち は 」 、 「 さ よ う な ら 」 、 「 う わ っ 」 、 お よ び 「 続 け て 」 等 の 言 葉 お よ び 表
現 は 、 人 々 を 相 手 に し て い る と き 、 ま た は イ ベ ン ト に 参 加 し て い る と き に 写 真 撮 影 を 自 発
的 に 開 始 す る 際 に 有 用 で あ る こ と が で き 、 一 方 で 、 「 そ れ を 撮 影 」 等 の コ マ ン ド は 、 写 真
を 撮 影 す る 故 意 の コ マ ン ド と し て 認 識 す る こ と が で き る 。 得 意 げ に 話 さ れ る 「 は い 」 、 ま
た は 疑 念 が あ る 場 合 な ど に 話 さ れ る 「 い い え 」 等 の 言 葉 は 、 韻 律 と 組 み 合 わ せ ら れ る 言 葉
認 識 の 例 で あ る 。 笑 い 声 お よ び 鼻 歌 は 、 写 真 の 撮 影 ま た は 選 択 を 開 始 す る こ と が で き る 非
発 話 声 音 の ２ つ の 例 と し て 解 釈 す る こ と が で き る 。 大 き な 笑 い 声 は 、 条 件 な し で こ の よ う
な 開 始 を 行 う こ と が で き る が 、 柔 ら か な 笑 い 声 は 、 こ れ が 行 わ れ る か 否 か を 判 断 す る た め
に 、 さ ら な る 条 件 信 号 と 組 み 合 わ せ る 必 要 が あ り う る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
顕 著 性 信 号 は 、 こ う し て 行 わ れ る 分 類 に 従 っ て 生 成 す る こ と が で き る 。 最 も 単 純 か つ 可 能
な 限 り 最 も 実 用 的 な 形 態 で は 、 顕 著 性 信 号 は 二 値 で あ り 、 し た が っ て 、 マ イ ク ロ フ ォ ン か
ら の 音 に 応 答 し て 、 「 は い 」 ま た は 「 い い え 」 信 号 が 常 に 発 行 さ れ る 。 こ れ は 、 単 独 で 利
用 す る こ と も で き 、 ま た は 制 御 信 号 と し て 使 用 さ れ る 他 の 制 御 信 号 と 論 理 的 に 組 み 合 わ せ
さ れ て 利 用 す る こ と も で き る 。 た と え ば 、 制 御 信 号 は 、 た と え ば カ メ ラ に 写 真 を 撮 影 す る
よ う に 言 う こ と に よ っ て 、 も し く は 撮 像 シ ー ケ ン ス を 開 始 す る よ う に 言 う こ と に よ っ て 、
ま た は 画 像 信 号 を 伝 送 、 表 示 、 ま た は 記 録 す る よ う に ゲ ー ト を 動 作 さ せ る こ と に よ っ て 、
カ メ ラ ま た は 画 像 信 号 を 制 御 す る 際 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
代 替 と し て 、 顕 著 性 信 号 は 、 あ る 範 囲 の 離 散 値 ま た は 連 続 値 を 有 す る こ と が で き る 。 こ れ
は 、 特 定 の 値 の 顕 著 性 信 号 に 関 連 す る 特 定 の 音 を 識 別 す る た め に 、 あ る い は 異 な る 音 に 割
り 当 て ら れ た 所 定 順 序 の 値 に よ っ て 定 め ら れ る 最 も 関 心 の あ る 音 を サ ー チ す る た め に 、 完
全 な 画 像 シ ー ケ ン ス 全 体 を 通 し て ス キ ャ ン す る 人 に と っ て 有 用 で あ り う る 。 ま た 、 こ の よ
う な 形 態 で は 、 た と え ば 、 所 定 の ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て 他 の 信 号 と 数 値 的 に 組 み 合 わ せ て
、 お そ ら く 、 結 果 得 ら れ る 信 号 を し き い 値 処 理 し た 後 、 前 の 段 落 で 述 べ た 種 類 の 制 御 信 号
を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
数 値 的 な 顕 著 性 信 号 を 導 出 す る に は 、 認 識 さ れ た 異 な る 音 （ ま た こ れ は 、 認 識 さ れ た 異 な
る 音 で あ る も の と し て 異 な る 強 さ を 有 す る 同 様 の 音 を 含 む こ と が で き る ） に 異 な る 値 を 割
り 当 て る こ と が で き る 。 こ れ で 十 分 で あ る か 、 ま た は 強 さ が ま だ 考 慮 に 入 れ ら れ て い な い
場 合 、 割 り 当 て ら れ た 値 を 音 の 強 さ に 従 っ て 連 続 し て 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 好 ま し い 形 態 で は 、 カ メ ラ は 所 定 の 人 物 、 好 ま し く は 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン 装 着
者 に よ っ て 装 着 さ れ 、 好 ま し く は 、 装 着 の 方 の 前 方 に 向 け ら れ る よ う に 装 着 さ れ る 。 カ メ
ラ は 胸 部 に 、 た と え ば バ ッ ジ と し て 装 着 し て も よ く 、 カ メ ラ 、 ま た は 少 な く と も カ メ ラ の
撮 像 光 学 系 を 人 物 の 頭 部 、 た と え ば 、 １ つ の 眼 鏡 の フ レ ー ム 、 ま た 帽 子 等 の か ぶ り も の に
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設 置 す る 固 定 手 段 が カ メ ラ に 設 け ら れ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 こ の よ う に し て 、 カ メ ラ の
方 向 は 、 装 着 者 の 注 視 方 向 を よ り 正 確 に 辿 る 。 適 切 で あ れ ば 、 カ メ ラ の 視 野 を 、 お そ ら く
目 の 動 く 全 範 囲 を カ バ ー す る よ う に 、 人 で あ る 装 着 者 の 視 野 よ り も 大 幅 に 広 く す る こ と が
で き る 。 こ れ は 、 た と え ば 固 体 状 態 カ メ ラ 中 の セ ン サ ア レ イ の 利 用 可 能 な ピ ク セ ル 数 が 、
通 常 の 人 の 視 野 を 近 似 す る ビ ュ ー 用 に 解 像 度 を 維 持 す る よ う に 対 応 し て 増 大 す る 場 合 に 得
に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 第 １ の 態 様 に お け る 真 に 独 立 し た 可 搬 性 の た め 、 た と え ば 、 再 生 画 像 信 号 を 制 御
す る 顕 著 性 信 号 を 後 に 生 成 す る た め に 、 ま た は 見 て い る 人 の 関 心 が あ り う る 再 生 画 像 信 号
の 部 分 を 示 す た め に 、 所 定 の 人 物 に 、 画 像 信 号 お よ び 音 声 信 号 を 両 方 と も 記 録 す る レ コ ー
ダ も 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 の 第 ２ お よ び 第 ３ の 態 様 に お け る 真 に 独 立 し た 可 搬 性 の た め 、 所 定 の 人 物 に 、 顕 著
性 信 号 を 提 供 す る 音 声 手 段 も 設 け る こ と が で き る 。 次 に こ れ は 、 先 の 段 落 で 述 べ た よ う に
使 用 す る た め に 、 デ ィ ス プ レ イ ま た は レ コ ー ダ へ ゲ ー テ ィ ン グ す る こ と な ど に よ っ て 画 像
信 号 を 制 御 す る た め に 、 ま た は カ メ ラ を 制 御 ま た は 起 動 す る た め に 、 完 全 な 画 像 信 号 と と
も に 記 録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
し か し 、 音 声 信 号 、 顕 著 性 信 号 、 お よ び 画 像 信 号 は い ず れ も 、 適 切 で あ れ ば 離 れ た 場 所 に
伝 送 す る こ と が で き る 。 音 声 信 号 ま た は 顕 著 性 信 号 の 伝 送 が 適 切 で あ る 一 機 会 は 、 カ メ ラ
が 所 定 の 人 物 に 装 着 さ れ て い な い と き で あ る 。 た と え ば 、 装 置 は 、 カ メ ラ が 所 定 の シ ー ン
を 見 る よ う に 固 定 さ れ て い る 設 備 の 一 部 で あ る こ と が で き 、 そ れ か ら 人 物 が 撮 影 者 と し て
働 き 、 自 発 的 に （ 言 葉 で の コ マ ン ド ） ま た は 非 自 発 的 に （ 非 発 話 音 ） カ メ ラ の 動 作 、 画 像
信 号 の ゲ ー テ ィ ン グ を 制 御 す る か 、 ま た は 少 な く と も 、 記 録 さ れ た 信 号 の 顕 著 性 を 示 す 。
こ れ は 、 誕 生 日 パ ー テ ィ 等 の 特 別 な 場 合 に 使 用 す る も の で あ り う る 。 カ メ ラ は 、 固 定 す る
必 要 は な く 、 た と え ば 、 所 定 の 人 物 を ト ラ ッ キ ン グ し て い る 遊 園 地 に あ る 乗 物 場 内 の 所 定
の ト ラ ッ ク を 辿 る こ と も で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。 読 み 手 に は 、 本 発 明 の 他 の 適 し た 構
成 お よ び 用 法 が 思 い 浮 か ぶ こ と を 確 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 必 須 部 分 は 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン の 使 用 で あ る が 、 １ つ ま た
は 複 数 の さ ら な る マ イ ク ロ フ ォ ン を 設 け る こ と も で き 、 ま た 、 少 な く と も １ つ の こ の よ う
な さ ら な る マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 空 気 を 介 し て 音 を 受 け 取 る 「 従 来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン で あ
っ て も よ い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
「 従 来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 信 号 は 、 た と え ば 、 後 日 再 生 す る た め に 、 画 像 信 号 お よ
び ／ ま た は 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン 信 号 と と も に 記 録 す る こ と が で き る 。 こ の 点 に お い て 、
聞 く 目 的 で は 「 従 来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 信 号 を 再 生 す る ほ う が よ り 普 通 で あ り 、 音
伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 信 号 は 、 こ の 目 的 で は 現 実 の も の で は な い 音 を 生 成 す る こ と を
念 頭 に 置 か れ た い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
代 替 ま た は 追 加 と し て 、 こ の 信 号 を 、 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら の 信 号 と 組 み 合 わ せ て も
よ い 。 た と え ば 、 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン を 装 着 し て い る 人 物 が 生 成 す る 音 の 大 半 を 、 「 従
来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン が 生 成 す る 信 号 か ら 差 し 引 い て 、 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン 装 着 者 周 囲
の 音 と 考 え ら れ る も の を 残 す こ と が 可 能 で あ り う る 。 ま た こ れ に よ り 、 周 囲 音 の パ タ ー ン
お よ び 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン に よ っ て 検 出 さ れ た パ タ ー ン を 解 析 す る 、 ま た は 比 較 す る こ と
な ど に よ っ て 、 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン の 装 着 者 が 別 の 集 団 と の 会 話 に 関 わ っ て い た か 否 か に
つ い て 推 定 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 顕 著 性 信 号 を 決 定 す る 特 徴 で あ る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 マ イ ク ロ フ ォ ン の 組 み 合 わ せ の 出 力 を 解 析 す る こ と に よ っ て 顕 著 性 信 号 を 導 出
す る こ と が で き 、 こ の よ う な 組 み 合 わ せ に 「 従 来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン が 含 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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カ メ ラ は 、 静 止 写 真 お よ び ／ ま た は 画 像 シ ー ケ ン ス を 取 り 込 む こ と が 可 能 で あ り う る 。 先
の 段 落 で 言 及 し た よ う に 、 「 従 来 の 」 マ イ ク ロ フ ォ ン を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
読 み 手 は 、 大 半 の 場 合 、 そ れ 自 体 が 既 知 の フ ー リ エ 技 法 を 利 用 す る こ と に よ っ て 音 声 解 析
を よ り 効 果 的 か つ 効 率 的 に 行 う こ と が で き る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 は 、 読 み 手 が 参 照 す る 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 考 慮 す る
こ と 、 お よ び 図 １ ～ が 本 発 明 の 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 形 態 を 概 略 的 な 形 で 示 し 、 図 ５ が 音 声 解
析 を 概 要 略 図 の 形 態 で 例 示 す る 添 付 図 面 を 参 照 し て 行 わ れ る 以 下 の 本 発 明 の 好 ま し い 実 施
形 態 の よ り 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と に よ り 、 明 確 に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
し か る べ き 場 合 、 同 様 の 番 号 が 各 図 面 中 の 同 様 の 要 素 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ で は 、 頭 部 に 装 着 さ れ た 電 子 カ メ ラ １ が 画 像 信 号 ２ を 生 成 し 、 マ ル チ チ ャ ネ ル レ コ ー
ダ ３ に 格 納 さ れ る 。 耳 装 着 式 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン ４ が 音 声 信 号 ５ を 生 成 し 、 画 像 信 号 と
同 期 し て レ コ ー ダ ３ に 記 録 さ れ る 。 そ の 後 、 再 生 中 に 、 再 生 音 声 信 号 ９ が 音 分 類 回 路 １ ０
に 渡 さ れ 、 音 分 類 回 路 １ ０ が 、 音 波 形 の 形 状 が 格 納 さ れ て い る 複 数 の 波 形 の 形 状 の い ず れ
か １ つ に 近 似 す る か 否 か に 従 っ て 二 値 （ 顕 著 性 ） 信 号 １ １ を 生 成 す る 。 信 号 １ １ を 使 用 し
て 、 再 生 画 像 信 号 ６ を 選 択 的 に 伝 送 （ ８ ） す る よ う に ゲ ー ト ７ を 動 作 さ せ る 。 一 変 形 で は
、 特 に 注 目 さ れ る べ き こ と を 示 す た め 、 信 号 １ １ を 使 用 し て 、 再 生 さ れ 表 示 さ れ る 画 像 信
号 ６ の 人 で あ る 閲 覧 者 に 対 し て 合 図 を 送 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ２ で は 、 頭 部 装 着 式 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン ４ か ら の 信 号 ５ が 、 回 路 １ ０ に お い て 分 類 さ
れ 、 一 方 向 に お け る 二 値 （ 顕 著 性 ） 出 力 １ １ の 変 化 を 利 用 し て 、 単 一 の 写 真 を 撮 影 す る よ
う に 、 ま た は 画 像 シ ー ケ ン ス （ ビ デ オ ま た は シ ネ ク リ ッ プ ） を 開 始 す る よ う に 、 写 真 ま た
は 電 子 カ メ ラ １ を 動 作 さ せ る 。 後 者 の 場 合 、 ク リ ッ プ は 、 信 号 １ １ の 状 態 が 他 方 の 方 向 に
変 化 す る ま で 続 け ら れ る 。 ま た 、 電 子 カ メ ラ １ の 場 合 、 画 像 信 号 ２ が １ ２ に お い て 記 録 ま
た は 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ３ で は 、 喉 装 着 式 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン ４ の 出 力 ５ が 、 回 路 １ ０ に お い て 分 類 さ れ て 、
画 像 信 号 ２ を レ コ ー ダ ま た は デ ィ ス プ レ イ １ ２ に 選 択 的 に 伝 送 す る ゲ ー ト ７ を 制 御 す る 顕
著 性 信 号 １ ３ を 生 成 す る 。 信 号 １ ３ は 、 二 値 信 号 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 ゲ ー ト ７ に 直 接
接 続 し て も よ い が 、 図 示 の よ う に 、 ゲ ー ト ７ を 制 御 す る 二 値 信 号 １ ５ を 生 成 す る 回 路 １ ４
内 の １ つ ま た は 複 数 の 他 の 信 号 １ ６ と 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の 回 路 の 第 １ の 形 態 で は 、 信 号 １ ３ お よ び 信 号 （ 複 数 可 ） １ ６ は 二 値 信 号 で あ り 、 回 路
１ ４ に お い て 論 理 的 に 結 合 さ れ る 。 た と え ば 、 信 号 １ ３ は 信 号 １ ６ と 論 理 積 演 算 さ れ 、 写
真 構 成 （ 画 像 信 号 ２ の 空 間 的 な 分 割 に よ っ て 得 ら れ る ） が 許 容 で き る も の で あ る 事 を 示 し
、 そ の 結 果 を 信 号 １ ６ と 論 理 和 演 算 し 、 カ メ ラ に い ず れ の 場 合 で も 写 真 を 撮 影 す る よ う に
指 示 す る 。 後 者 の 信 号 は 、 実 際 に は 、 「 そ れ を 撮 影 （ take that)」 等 の コ マ ン ド の 検 出 に
よ る 回 路 １ ０ か ら の 信 号 で あ る こ と が で き る が 、 必 ず し も そ う で あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の 回 路 の 第 ２ の 形 態 で は 、 回 路 １ ０ は 、 検 出 さ れ た 音 の 種 類 に 従 っ て 音 声 信 号 ５ に 値 （
顕 著 性 信 号 ） を 割 り 当 て 、 こ れ ら の 値 が ア ル ゴ リ ズ ム 回 路 １ ４ に お い て 、 所 定 の ア ル ゴ リ
ズ ム に 従 っ て 他 の ソ ー ス か ら の 数 値 信 号 １ ６ と 結 合 さ れ 、 出 力 が し き い 値 処 理 さ れ て 、 二
値 信 号 １ ５ を 提 供 す る 。 こ の 場 合 、 信 号 １ ６ の 値 に 関 わ り な く 信 号 １ ５ の 値 を 決 定 す る よ
う に 、 「 そ れ を 撮 影 」 等 の オ ー バ ー ラ イ ド コ マ ン ド が 極 値 に 割 り 当 て ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 ４ で は 、 耳 に 装 着 さ れ た 音 伝 達 マ イ ク ロ フ ォ ン ４ か ら の 信 号 ５ が 、 無 線 接 続 １ ８ 、 １ ９
を 介 し て 、 た と え ば 、 Ｒ Ｆ 、 赤 外 線 、 ま た は 誘 導 を 介 し て マ ル チ チ ャ ネ ル レ コ ー ダ ３ に 伝
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送 さ れ 、 マ ル チ チ ャ ネ ル レ コ ー ダ ３ は ま た 、 固 定 カ メ ラ １ ７ か ら 画 像 信 号 出 力 ２ を 、 少 な
く と も １ つ の 他 の ソ ー ス か ら 制 御 信 号 （ 複 数 可 ） １ ６ を 受 信 す る 。 そ の 後 、 信 号 は 画 像 信
号 ６ お よ び 制 御 信 号 ２ ０ と し て 再 生 さ れ 、 制 御 信 号 ２ ０ は 回 路 １ ４ に よ っ て 処 理 さ れ 、 図
３ の よ う に 画 像 信 号 ゲ ー ト ７ の 制 御 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ４ の 一 変 形 で は 、 カ メ ラ は 遊 園 地 乗 物 場 で の 乗 物 に 固 定 さ れ 、 乗 車 間 に マ イ ク ロ フ ォ ン
装 着 者 を 観 察 す る 。 信 号 １ ６ の １ つ は 、 乗 車 が 進 行 し て い る と き の 時 間 期 間 お よ び そ の 前
後 の 短 時 間 期 間 を 含 む 時 間 期 間 に 提 供 さ れ る イ ネ ー ブ ル 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ５ は 、 顕 著 性 信 号 ２ ７ を 提 供 す る 音 声 解 析 装 置 を 概 略 的 形 態 で 示 す 。 音 声 信 号 ５ は 、 波
形 形 状 解 析 回 路 ２ １ お よ び エ ン ベ ロ ー プ 振 幅 解 析 回 路 ２ ５ で 受 け 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
回 路 ２ １ は 、 波 形 の 種 類 を 決 定 し 、 そ の 種 類 が 声 － 発 話 、 声 － 非 発 話 、 非 声 、 ま た は 決 定
不 能 の そ れ ぞ れ で あ る と 決 定 さ れ た こ と に 従 っ て ４ つ の 信 号 ２ ９ ～ ３ ２ の セ ッ ト の う ち の
１ つ を 生 成 す る 。 信 号 ２ ９ ～ ３ １ は そ れ ぞ れ 、 各 回 路 ２ ２ ～ ２ ４ を 使 用 可 能 に し て 、 格 納
さ れ て い る 各 波 形 セ ッ ト そ れ ぞ れ と 波 形 形 状 が 一 致 す る 程 度 を 決 定 す る た め に 使 用 さ れ る
。 次 に 、 回 路 ２ ２ ～ ２ ４ の う ち の 動 作 し て い る 回 路 は 、 十 分 な 対 応 が あ る 場 合 、 入 力 波 形
が 最 も 密 接 に 対 応 す る 格 納 波 形 を 一 意 に 識 別 す る ラ ベ ル 信 号 ３ ３ の 生 成 に 進 み 、 そ の 他 の
場 合 、 対 応 が な い こ と を 示 す ラ ベ ル 信 号 を 提 供 し 、 こ れ は 、 回 路 ２ １ か ら の 信 号 ３ ２ に 等
し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
信 号 ３ ３ ～ ３ ５ は 、 回 路 ２ ５ か ら の デ ジ タ ル 化 さ れ た 音 量 ／ 振 幅 信 号 ３ ６ と 結 合 さ れ 、 こ
れ と と も に 使 用 さ れ て 、 二 次 元 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を ア ド レ ス 指 定 す る 。 テ ー ブ ル か ら
の 二 値 出 力 ２ ７ の 場 合 、 テ ー ブ ル コ ン テ ン ツ は す べ て ０ と １ の い ず れ か で あ る が 、 数 値 顕
著 性 出 力 の 場 合 、 テ ー ブ ル は あ る 範 囲 の 数 値 を 含 み う る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
全 体 波 形 の 指 示 が ま っ た く な い 状 態 で 、 エ ン ベ ロ ー プ 振 幅 の 決 定 が 問 題 で あ る 場 合 、 回 路
２ １ お よ び ２ ５ が 結 合 さ れ て 、 破 線 ２ ８ で 示 す よ う に 、 波 形 形 状 が 決 定 さ れ た 後 に エ ン ベ
ロ ー プ 振 幅 を 決 定 す る こ と に 役 立 つ 。 代 替 ま た は 追 加 と し て 、 出 力 ３ ３ ～ ３ ５ を 回 路 ２ ５
に 結 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
さ ら に 、 韻 律 が 重 要 な 場 合 、 信 号 ５ と と も に 回 路 ２ ２ の 出 力 ３ ３ を 、 テ ー ブ ル ２ ６ に 入 力
さ れ る 代 替 の 数 値 出 力 を 提 供 す る 韻 律 決 定 回 路 に 結 合 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 の 数 値 出
力 は 、 言 葉 お よ び 関 連 す る 韻 律 を 示 す 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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